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会  議  録 

会議の名称  平成２６年度 第３回 富士見市スポーツ推進審議会 

開催日時  平成２７年３月２４日（火）１９時３０分～２１時００分 

開催場所  教育委員会 会議室 

出席者  山口靖雄会長、大竹ミイ子委員、加藤連治委員、天野豪雄委員、 

谷澤誠委員、久米原明彦委員、神谷和義委員、加光直美委員 

アドバイザー（作野誠一早稲田大学准教授） 

 事務局（生涯学習課：大堀副課長、高見主査） 

欠席者  佐藤俊博委員、福満浩一委員 

会議次第 議事 

（１）報告事項 

①平成２６年度生涯学習課スポーツ主要事業報告 

②平成２７年度生涯学習課スポーツ関係主要事業、予算概要 

 （関係団体への補助金交付についての意見聴取含む） 

（２）協議事項 

①市スポーツ推進計画の策定にかかる市民アンケート報告書について 

②市内小中学生スポーツアンケート調査の実施について 

（３）そ の 他 

会議資料 ①平成２６年度生涯学習課スポーツ主要事業報告（資料１） 

②平成２７年度生涯学習課スポーツ関係主要事業、予算概要 

（資料２～４） 

③市スポーツ推進計画の策定にかかる市民アンケート報告書について 

 （資料５） 

④市内小中学生スポーツアンケート調査の実施について（資料６） 

公開・非公開  公開（傍聴人 ０人） 

会議録確認  山口靖雄会長 

 

会議内容 

１ 開  会 生涯学習課：大堀副課長 

２ あいさつ 山口会長、生涯学習課長副課長：大堀 
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３ 議  題 

（１）報告事項 

①平成２６年度生涯学習課スポーツ主要事業報告 

（事務局から説明） 

事務局…平成２６年度についても、スポーツを中心に継続事業を展開した。また、平成 

２６年の２月に体育館の屋根が崩落したことにより、崩落した屋根の撤去工事や 

施設の安全性の調査など復旧検討にかかる予算が増えた。 

また、体育館屋根崩落により、代替施設として旧福岡高校の体育館や諏訪児童館 

を使うことができるよう取り組んだ。 

事務局…新規事業としては、子どもスポーツ大学ふじみを立ち上げ、市内の小学校に通う 

４～６年生を対象に３０人募集し、大学や企業に所属するスポーツ選手から直接 

講義を受け、スポーツに出会うきっかけをつくるような取り組みも行った。 

（意見交換） 

委 員…子どもスポーツ大学ふじみについて、大変良い事業であると思っているが、今回 

の評価と今回の３０人の児童を対象に色々な種目を体験した訳だが、その子たち 

が今後どのようになっていくのかわかれば教えてほしい。 

事務局…今年度の新規事業として取り組んだが、体育館屋根崩落の影響により、先方に伺 

う形となった。場所によっては保護者が見学できないなど支障がでた。しかし、 

保護者の方々はご理解いただき、概ね好評のご意見であった。 

子ども達にとってはスポーツに出会うきっかけが増え、また、一流選手のプレー 

を間近で見ることができて、よい刺激になったのではないか。子ども達から取っ 

たアンケートでも「受けてよかった」という意見が多かった。成果を判断するの 

は難しいが、将来、本市から一流のスポーツ選手がでてくることを願っている。 

会 長…ぜひ実行委員会としてお手伝いいただければ幸いである。 

事務局…よろしくお願いしたい。 

会 長…市民総合体育館の現状を教えてほしい。 

事務局…復旧の方策の案を出したところまでとなっている。仮に屋根掛けをする場合は、 

約１０億円、メインアリーナ棟のみを新設した場合には約２５億円、サブアリー 

ナ棟も含めた市民総合体育館全体を建て替えた場合は５０億円など。 

    いずれにしても多額の費用がかかるため、現時点では、これ以上進んでいない。 

会 長…いずれにしても、早期に体育館を復旧させてほしいという声は多い。 

委 員…昨日議会が終了したとのことであったが、体育活動援助事業として各団体に出し 

ている補助金について、変動はあったのか。 

事務局…補助金については平成２７年度も同額である。 

 

②平成２７年度生涯学習課スポーツ関係主要事業、予算概要 
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 （関係団体への補助金交付についての意見聴取含む） 

（事務局から説明） 

事務局…昨日、３月定例会が閉会し平成２７年度予算が可決されたので、生涯学習課のス 

ポーツに関連する予算が決定した。 

事務局…概ね昨年度と同様に事業を展開していく。また、昨年に引き続き、子どもスポー 

ツ大学ふじみを実施する。 

この審議会において、スポーツ推進計画をまとめていく。平成２８年度末までに 

まとめたい。本年５月末日までが任期であるが、引き続き委員をお願いしたい。 

事務局…新規としては、市民総合体育館災害復旧事業として１００万円を計上した。 

（意見交換） 

委 員…地区体育祭の補助金が１１万円となっているが、全体で１１万円か。 

事務局…１小学校区で１１万円の補助金であり、合計１０小学校区（ふじみ野小除く） 

あるので、予算上では１１０万円となる。 

委 員…ふじみ野小地区はまちが出来て間もないこともあり、地区体育祭が開催されてい 

ない。今後地域コミュニティが進み地区体育祭が開催されることを望む。 

委 員…スポーツフェスティバルについて「学童ドッジボール」という表現は現在してい 

るか。 

委 員…現在、学童という表現はしていない。 

会 長…スポーツフェスティバルのドッジボールは小学生が対象である。 

委 員…問題がなければ、学童でない表記がよいのでは。 

 

（２）協議事項 

①市スポーツ推進計画の策定にかかる市民アンケート報告書について 

（事務局から説明） 

事務局…前回の審議会においてアンケートの速報をさせていただき、その後、クロス集計 

    を行い、今回報告書（案）としてまとめた。ほぼ完成形の形ではあるが、若干、 

    校正が必要な状態である。また、結果に基づき、そこから見える課題を整理した。 

事務局…報告書のまとめ方としては、アンケート調査票の内容に沿った形での集計及び、 

    男女別や年齢別などをしている。また報告書の中ほどには、調査結果から見えた 

    課題などを作野先生に分析していただいた。また、その他意見要望など、回答者 

から記入いただいた要望事項を列記した。 

作 野…今回、調査報告書をまとめるにあたり、一番見ていただきたいのが、調査結果か 

ら見た今後の課題である。今回のアンケート結果において成人の週１回以上のス 

ポーツ実施率が国の世論調査より低かったので、市民のスポーツ実施率を上げて 

いく取り組みが必要であるということ。 

作 野…市民がスポーツをしたいが機会やきっかけがなくスポーツをしない人が多くいる 
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ことが傾向としてあるので、きっかけづくりをしていくこと、また、スポーツの 

情報提供について、有効的に活用する方策を考えていくことで、市民のスポーツ 

の普及が図られるものと考える。 

作 野…身近なスポーツ環境の整備について市民は、市外でスポーツ活動する割合が比較 

的高いことから、そうした方々を市内のスポーツ施設で行っていただくような取 

り組みが必要。身近な方が集まることによってコミュニティも生まれる。 

作 野…また、総合型地域スポーツクラブの富士見型が今後、スポーツ推進にあたり必要 

ではないか。各地域で総合型スポーツクラブが設置されてきており先進事例でも 

大きな効果を生んでいる事例がある。 

今回のアンケートでも、総合型地域スポーツクラブがあれば「入ってみたい」と 

いう回答も比較的多く、潜在的なニーズも高い。スポーツ推進の目標として、 

こうした事項も検討に入れては良いのではと考える。 

事務局…今回、報告書としてお示ししたが、概ねこちらの形でご了解いただきたい。 

（意見交換） 

会 長…作野先生から説明があったが、スポーツ情報についてはＰＲが足りない部分は 

    あるのか。 

作 野…断定はできないが、問われた質問に対して情報を持っていないため、分からない 

という回答が多かった部分もあるのではないか。また推測であるが以前よりお住 

いの方、そして最近引っ越してきた方を比べると情報に大きな差がある。 

以前から住んでいる方は当たり前と思う事が、引っ越してきた方は、情報を得た 

いが、どこから情報を得てよいかが分からないというような感じではないか。 

委 員…情報を知らないという割合は、最近できた地区、急激に人口が増加した地区に多 

くみられるのではないか。 

委 員…紙媒体からの情報については、長年、富士見市に住んでいる比較的高齢の方々に 

方に多い。また、富士見市は東京のベットタウンであり、仕事帰り、市外でスポ 

ーツをして帰宅するといった傾向がある。 

作 野…アンケートにおいても市外の施設でスポーツをしている割合が多かった。 

委 員…仕事帰りに、スポーツを楽しんで本市に帰ってくるということか。 

委 員…小学生等も同じ傾向か。 

作 野…今回のアンケートは１６歳以上に送付している。 

事務局…１６歳以下への意見聴取は、次の議題としている。 

 

②市内小中学生スポーツアンケート調査の実施について 

（事務局から説明） 

 

事務局…平成２７年度、１６歳未満の方のスポーツの状況を把握するため、市内小中学生 
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にスポーツアンケートを実施したい。調査票は資料６のとおり。 

事務局…対象は市内の学校に通学する小学５年生及び中学２年生で各学校１クラス分と 

    する。 

事務局…実施時期は、平成２７年４月とし、各学校に調査票を送付し回収する方式とする。 

事務局…学校の体育の授業以外に、いつ、どこで、どのようなスポーツをしているのか、 

    また、今後、どのようなスポーツをしたいのか等を調査したい。 

（意見交換） 

事務局…小学５年生のアンケートについて、本日欠席された委員より意見をいただいて 

    いるので、小学５年生に難しすぎる漢字や表現は、ルビを入れたり、表現を修正 

していく。 

会 長…回収率は高いのか。 

委 員…このアンケートの量であれば、家に持ち帰りではなく、学校の帰りの時間などを 

利用して書かせることは可能である。 

委 員…中学２年生のアンケートについて確認したが、この内容で理解できると思う。 

委 員…問１の性別について、この質問は一番最後にしてはどうか。男女共同参画の観点 

から見ると、性別は一番最後に聞いている。 

事務局…検討させていただく。 

 

（３）その他 

委 員…特になし 

 

以 上 

 

 


